
， 、，

出口

にオーフ。ンした市民プール。

この日は、気温も上がり真夏を思わ

せるような好天に恵まれ、 約2，400
人が初泳ぎを楽しんでいました。



昭
和
弱
年
に
始
ま
っ
た
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
』

目
を
迎
え
ま
す
。

R

h

L

7

、

今
年
は

『み
ん
な
が
集
う
元
気
な
夏
越
』
を
合
言
葉
に
、
月

1
・
2
・
3
日
の

3
日
間
、
一
一
駅
前
の
お
旅
所
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
は
ら

.

ま
ず
は
夏
越
大
藤
い
で
心
身
と
も
に
清
め
、
お
ま
つ
り
通
り
で
元
気

な
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

圃窃滋弓彦毎
・火切の儀による臼島大かがり火

.抱火大会
午後8時30分ごろ-(大村競艇場周辺)

8/ 
「

家~ゆ2 
8/ 
固

・神事(御輿のお下り)稚児行列
午後 5時10分~午後5時40分(おまつり通り)

・ちびっこ相撲大会
午前8時30分~午後4時(実天宮境内)

.奉納演芸 (実天宮保育園による)

午後6時40分~午後7時30分(おまつり通り)

・子供みこし ・龍踊り ・くじらの潮吹き

・もちまき
午後7時30分~午後 7時40分(夏越ステージ)

・源流太鼓
午後8時40分~午後 9時10分(夏越ステージ)

・くじら太厳
午後9時15分~午後9時55分(夏越ステージ)

・ゆかた納涼コンテスト
午後7時~午後9時30分(おまつりステージ)
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( 

まつり会場の周辺には駐車場がありません。

JR・パスなど公共交通機関をご利用ください。

ヨ三宅玄母恵w窃蕊三ID(8月2日・3日)
市役所・農協本館(予定)からまつり会場まで、

午後6時から11時まで随時運行します。

おおむら夏越まつり協賛会

T e1.52-2580 



し
5日正8月

精霊流しが近づいてきました。

美しい大村湾を守るため、

精霊飴やイ共え物を

海や)i 1 (こ流さないようご協力くださL、10

-搬入は午後9時までに(厳守)
・爆竹などは危険ですので人ごみや住宅地などで
は、使用しないでください。

・供え物類は必ず供え物置き場ヘ

・各集積場所には駐車場はありませんので支障の
ない限り徒歩で出向いてください。

( 

目集積地ベの搬入位二二二二二
搬入は必ず午後9時までに指定場所にお願いします。
(供え物類で燃えない物は、ビニール袋などに入れて供え物置き場へ)

地区名 集 積 場 所

=j甫 舟津、山境、溝陸(南部運動広場)

指 鈴田 二鈴橋付近、日焼
人F品ヒ『 大村 市役所横埋立地(ヤマハ管理地)

集 西大村 下水道浄水管理センター

積 竹松 旧言泉寮運動場

地 福重 郡川河口

松原 大村市北部運動広場

萱瀬 l荒瀬、田下、黒木

※詳しくは町内会長、 l出張所または環境保全課(内線142)へお尋
ねください。

IJE-~竺世主重朝二
精霊流しでは、よく花火でけが人がでます。次のこ
とにご注意下さい。
・爆竹は次の場所では禁止されています。
-人出で、混雑している所

-住宅密集地
・せまい道
・ガソ リンスタンドやプロパンガス販売庖付近
.花火販売屈や玩具屈付近
・矢ビヤや爆竹の連結は禁止されています。
・精霊船で花火を使用する場合は全て花火責任者がいり
ます。 (1隻につき 1人のみ花火を使用できます)
・花火責任者は赤いタスキをつけてくださ L、。 (警察署
で精霊船説明会時に交付します)
・精霊船の通る道すじの花火販売屈では、道路に向けた
花火の陳列をしないようにご協力ください。
・精霊船の通る商庖街などでは万一に備え、防火用水用
具の準備をお願いします。
・人や車に迷惑をおよぼすような花火の使用は、法令違
反となり処罰されることがありますので、ご注意くだ
さl) 0 

・船の担ぎ手は飲酒しないようにしてくださ L入
・精霊船を載せたトラックの荷台に人を乗せないように
してくださ t) 0 
・規制区域内に精霊船の随行車両が入らないようにして
ください。

E堅昨関す控室事項二J
・精霊船の全長が 2メートルを越えるときは、大村警察
署へ道路使用許可申請書を提出しなければなりません。
道路使用許可申詩書受付期間
8月3日(月)-7日(金)
・車で運搬するときは、灯ろうの火は必ず消す。車の積
載制限を超えるときは警察署の許可を受ける。横積み
はしない0
・精霊船は、申し合わせ事項により長さ 5メートル以下、

I幅2 .5メート )~以下、高さ 3.5 メート)~以下(船を担い
だ状態での高さ)に してくださ L、。
・路上で回さないでください

目指一割担金およ慢性二
道路使用許可申請書を提出された人に対する説

明会および許可証の交付を行います。

E 時 8月12日(水)午後2時
場所・問い合わせ 大村警察署 (fi~0 1 1 0) 

アーケード内は精霊船の通行はできません。
国道を横断する場合は次の所から横断してくださし、。
大村地区一....トラベルコンビナー卜入口交差点
西大村地区…J"¥ールレ ン前と松並交差点
福重地区・・・・・・寿古石油直前交差点

⑨交通規制 8月15日(土)午後7時"'10時
混雑と事故防止のため、図の通り交通規制を実施します。

一般車両通行禁止

※精霊船の車での搬入は、 森園公園
駐車場で降ろして搬入してくださ L、。

I I I L一一一-

lt 
大村寿殿

協和町
公民館

集積地・ 日 Eヨ
|水処理施設 l

|大村浄水管孟二「

一 Jl

1 
匡

-
n
k
υ
一

一

一

4

りロ

一

一
本
一

一

国

土

一

〒

+LF一

「
l
l
lJ

一
日

官

一

r
j
 

大
村
小
学
校

精霊船も

通行できません

夕、イオキシンなどの排出削減のため、今年から精霊船の焼却は行わず集積するだけ
となりましたので、市民皆様のご理解とご協力をお願いします。

置問い合わせ 環境保全課 (内線142)
精霊船焼却中止lこついて

-3-



特
集
.
大
村
市
東
京
事
務
所
開
設
叩
周
年
記
念

4-

初 大村市東京事務所開設ー

6月20日大村市東京事務所開設10周年記念祝賀会と平成10年度

東京大村会総会が行われた学士会館。総勢約150人が集い、大村

市の話題一色でにぎわいました。会場は大村弁が交差し、ふるさ

と大村への思いがさらに高まりました。

東
京
に
「
大
村
市
東
京
事
務
所
」
が
開
設
さ
れ
て
ま
る
凶
年

こ
の
間
、
中
央
省
庁
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
村
会
な
ど
と
の
連
携
を

保
ち
、
大
村
市
と
の
パ
イ
プ
的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

大
村
市
東
京
事
務
所
の
機
能

大
村
市
東
京
事
務
所
は
、

中
央
省
庁
、

県
東
京
事
務
所
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
あ
る
い
は
マ
ス

コ
ミ
各
社
と
の
連
携

を
と
る
べ
く
、
平
成
元
年
4
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
佐
世
保
、

長
崎
、
諌
早
に
続
く
も
の
で
す
。

主
な
仕
事
と
し
て
は
、

①
国

・
関
係

団
体
と
の
情
報
収
集
お
よ
び
陳
情
②
企

業
誘
致
③
観
光
宣
伝
④
他
県

・
他
市
の

情
報
収
集
が
あ
り
ま
す
。

特
に
県
東
京
事
務
所
と
は
、
企
業
誘

致
に
つ
い
て
有
力
な
情
報
が
な
い
か
絶

え
ず
連
携
を
取
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
省
庁
か
ら
長
崎
県
に
出

向
さ
れ
た
人
々
、
県
選
出
の
国
会
議
員

大村市出身、紀内全国知事会事務総長か

らの祝辞

市長を囲む会で、市政報告による大村市

の現状と未来が熱く語られました。

大村市と東京在住大村市出身者の方々のため、永年お世話していた

だいた山口小太郎さんへ感謝状の贈呈

あ
る
い
は
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
に
よ
っ
て
大
村
市
の

P
R
を
行
っ

て
お
り
、
東
京
と
大
村
市
と
の
パ
イ
プ

的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

開
設
叩
周
年
記
念
祝
賀
会

今
年
は
、
開
設
叩
周
年
と
い
う
こ
と

で、

6
月
日
日
か
ら
四
日
ま
で
の

5
日

間
、
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
(
有
楽
町
)

に
お
い
て
、
大
村
市
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
、

ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
の
パ
ネ
ル
、
物
産
品

の
展
示
、
大
村
市
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な

ど
を
行
い
、
大
村
市
P
R
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
問
、
来
場
者
は
約
1
4
0
0
人

を
数
え
、
大
村
市
へ
の
関
心
を
大

い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大村市東京事務所の

小田所長と佐藤さん

一~、 .-/

ふるさと情報プラザにおいて、大村市PRのための展示会を

開催。約1，400人余りの入場があり、大村市への関心を高め
ました。

-タイヤモンド
ホテル
麹町警察

ま
た
、

6
月
初
日
に
は
東
京
学
士
会

館
(
千
代
田
区
)
で
東
京
大
村
会
総
会

と
併
せ
て
大
村
市
東
京
事
務
所
開
設
叩

周
年
記
念
祝
賀
会
が
国
会
議
員
、
大
村

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
政
財
界
関
係
者
を

は
じ
め
、
東
京
大
村
会
、
大
村
市
議
会

議
長
な
ど
約
1
5
0人
が
出
席
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
市
長
を
囲
む
会
が

開
催
さ
れ
、
市
長
と
東
京
大
村
会
の

方
々
と
の
大
村
市
政
に
関
す
る
懇
談
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
村
会
の
方
々

東
京
。
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
、
日

本
の
首
都
。
こ
の
地
に
大
村
市
出
身
者

で
つ
く
っ
た

「東
京
大
村
会
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
知
ら
な
い
土
地

に
来
た
ば
っ
て
ん
、
ふ
る
さ
と
の
同
じ

も
ん
同
士
、
協
力
し
て
頑
張
ろ
う
で
」

と
有
志
が
集
ま
り
「
東
京
大
村
藩
人
会
」

が
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
6
年
に

は
若
い
人
に
も
親
し
み
ゃ
す
い
よ
う
に

と
「
東
京
大
村
会
」
に
名
称
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の

「ふ
る
さ
と
大
村
」
を
思
う
気

持
ち
を

一
つ
と
し
て
、
長
い
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
問
、
平
成
元
年
に
は
大
村
市
東

京
事
務
所
の
開
設
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
村
市
東
京
事
務
所
か
ら

大村市東京事務所近郊地図

早
い
も
の
で
東
京
事
務
所
に
勤
務
し

て
、
ま
る
凶
年
に
な
り
ま
す
。
微
力
な

が
ら
大
村
市
の
役
に
た
ち
た
い
と
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
事
務
所
で

す
。
東
京
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
東
京
で
お
困
り
の
際
は
、

私
た
ち
が
力
に
な
り
ま
す
。
遠
慮
な
く

「大
村
市
東
京
事
務
所
」
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

電 tt:
~I~ 11庁
O 千
3 代
| 田
3 区
2 平
8 1可
8 同I
1 

1 丁
7 目
6 7 
4 
2 
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大村市は、自然にd恵まれた美しいまち 海岸や川の周辺の町内では、海岸や河 源物回収日に、さぴたり、ひどく汚れて

と言われますが、 実際にまちの中を歩い 岸の清掃を行います。また、中央会場と いるものは不燃物回収日に出してくださ

てみると所々に空き缶やゴミが散乱し、 して市内の公的な場所でゴミや雑草が多 t )0 

中には、運転中の車の中から平気でゴミ い場所を2か所設定します。 ③ペットボトルについては、きれいなの

のは資源回収日に、ひどく汚れているもやタバコの吸い殻などを捨てたり、家庭 [中央会場]

のゴミを山の中や海岸に捨てる人がいま ①大村公園 集合場所市役所玄関前 のは可燃物回収日に出してください。

す。 ②大上戸川 集合場所福祉センター ④可燃物は、 生ゴミ回収日に出してくだ

自分だけはいいだろうという気持ちが さい。(草木を除く)

少しずつ美しい郷土をむしばんでいま

す。住み良い美しい環境づくりは、一人

ひとりの心がけが大切です。

8月2日(日)に市内全域で「市民大清掃」

が行われます。まずは自分の家の周り、

自分の町内の清掃から始めましょう。

..第~回・・
市民大清掃

②~④については事前に連絡して、 直接

清掃センターに搬入されても構いませ

ん。

ゴミの出し方で不明な点は、事務局に

お尋ねください。

なお、中央会場は、原則として小雨決

行ですが雨天時の態度決定は、 8月2日

(日)午前6時30分に行いますので、不明の

場合は、事務局にお問い合わせください。

実施方法 注意事項

8月2日(日.

午前7時30分，...，

また、危険な場所(例えば、交通量の

多い道路、 線路・踏切周辺、がけなど)

は避けて実施してください。

実施主体 大村市衛生組織連合会 ・大村ー

市民憲章推進協議会 ・大村市

各家庭では、町内清掃に参加する前に 今回から、ダイオキシン類の排出を少 実施日時 8月2日(日)午前7時30分-8

家族で家の周りの清掃を行ってくださ しでも削減するため、草木やゴミの焼却 時30分

い。各町内会では、 子供会 ・青年団 ・婦 を行わないようになりました。

人会 ・老人クラブなどに呼びかけて、道 ①草木については、各地区の衛生委員に 問い合わせ 市民大清掃事務局 (環境保

路や広場または公園などの清掃を行って 後ほどくわしく連絡します。 全課内 内線142・144)

くださp。 ②空き缶 -空き瓶は、きれいなものは資

海が汚れます!
マナーを守って釣りを楽しみましょう。

まきえに注意しましょう。

まきえによる海底の変化で海

の生き物たちに害を与える

ことがあります。 と言われ

また、まきえは ています。で

魚の減少にも きるだけまきえを

つながる しないで釣りを楽しみま

しょう。特に、赤土について

は使用しないようにしましょう。

釣人としてのマナーを守り
釣場をきれいにしましょう。

釣場にビニール袋や空かんなどのゴミが散乱してい

ます。最近、ますます増えています。釣糸の残り

くずで鳥や小動物たちが怪我をする場合もあ

ります。釣が終わったら、必ずゴミは持

ち帰りましょう。

自然を守るのはあなたです。
大村湾をきれいにするた
めご協力ください。

問い合わせ

環境保全課

(内線142)

~..ð-. 
F干ーァ

清年
掃 3
月
実
施
さ
れ
た
ごI¥
J口

8月30日(日)は
大村湾沿岸一斉清掃の日です
ーみんなの力で海岸はスッキリ-

私たちが住んでいる大村市をきれいにするため、大村湾沿岸

清掃を行います。みんなの力で、 川や海をきれいにしましょう。

・7月20日(海の日)を中心に 「大村湾をきれいにする会」関

係4市9町で一斉に沿岸清掃が行われています。

・大村湾をきれいにする会大村支部では、8月30日(日)を基準日

として所属団体ごとに沿岸清掃の担当区域 ・日時を決めていま

す。

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

(玖島川~大高ボート部艇庫前沿岸)

日 時 8月30日(日)午前8時30分 (1時間程度)

事務局 大村湾をきれいにする会大村支部(環境保全課内)

当日は長靴をはいて来て ください。(雨天中止)

u 
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揺て定ら怒るよ! ゴミの出し方守ってネ!

~ごみの不法投棄パトロール実施中~
~ゴミ袋は、市販されている

無色透明のゴミ袋を使いましょう~

最近、市内の山間部などにごみが不法投棄

されています。6月には環境月間の一環とし

て警察署-県央保健所 -市の合同による 「不

法投棄パトロールjを実施しました。投棄者

が判明した物件については、関係機関からも

厳しい指導が行われました。

季節がらゴミの増加する時期になりました。特に、お盆の前後はゴ

ミが集中しますので、計画的にゴミを出すようにしてください。

。お盆期間中の 「燃やせるごみ・ 資源ごみ・燃やせないごみ」の収集

は平常通り収集します。(資源物、燃やせないごみは収集日割表通り

です)なお、次の場合は、持ち込み時間内に直接清掃センターに持ち

込んでください。

現在、日常のパトロールを強化するととも

に、夜間パトロールを実施しています。もし、

地域でごみの不法投棄者を発見された場合

は、、環境保全課までご連絡ください。

・ごみを出し忘れた場合

・清掃などで、一時的に多量のごみが出た場合

・粗大ごみ等で一人で持てないもの

.ペッ トの砂(汚物を取り除いて)

(法改正により罰則が強化されました)

問い合わせ環境保全課(内線142)

持ち込む場合は 「正しいごみの分け方-出し方ガイドjを参考にし

て、正しく分別をして持ち込んでください。なお、持ち込む場合は、

事前連絡が必要です。

。持ち込み時間
廃棄物の処理および清掃に関する法律

第16条何人も、みだりに廃棄物を捨てては

ならない

平日午前 9時から11時30分

午後 l 時から 4時

土曜日 午前 9時から11時

罰則 ・一般廃棄物…1年以下の懲役及び3∞
万円以下の罰金(第26条)

し尿汲み取りは通常通りです。(土曜、日曜、祭日は休みです)

緊急時の連絡先は大村清掃 電話53-0 2 3 3 

・産業廃棄物...3年以下の懲役及び1，側

万円以下の罰金(第25条)

夏場は年間で最も水の使用

量が多くなります。一人一人

が節水に心掛け、限りある水

資源を大切に使いましょう。

水
は
限
り

.漏水の発見にご協力くださ あ

い見えない所で、大切な水が 32
漏れていることがあります。ξ主
貴重な水を無駄にしないため 刻、
に、漏水が疑われる場合はた 、
むに水道部へご連絡くださ 大

出 んな時は漏水している可|切

能生があります Ih .. 
一般家庭の場合 l使
全部の蛇口を閉めた状態

で、水道メーターのパイロッ

トが回っている。

受水タンクを設置している事

業所やアパートなどの場合

水を使っていない時に給水

ポンプが動いている。

受水タンクの流入パルプを

閉めた状態で、水を使っていな

pときに水位が下がる。

一般道路などの場合

路面から水が湧き出てい

る。

晴れているのにいつも湿っ

ている。

問い合わせ

水道部 (ft@1114)

水道メーター

~\ 
黒いZJ③ 01.赤い針
¥e暗号ジ
"イロット

大村市指定給水装置工事事業者の指定について

大村市において給水装置の工事を行うことができる工事事業者として、
次の通り指定しました。

園理室霊童蓋霊霊園-11霊覇軍置調理-E顎暫覇軍圃圃
1 () I ~RB -6.~+ ， 1， rh /+=/u I東彼杵郡川棚町 |
19 I有限会社山中住投 |中組郷1m-3 |平成10年6月1日

市水道を使用の給水装置工事は、市指定の工事事業者でなければ、施工
することができません。指定工事事業者以外のものが取り扱った場合、給
水できなくなることがあるのでご注意してください。
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岩藤清掃 電話55-1571

野田清掃 電話55-8 4 4 0 

私道にも市で下水道を

入れることができます
私道は、私人所有権のもとに管理された特

定の道路であり、宅地内の排水設備の一部と
して、私道関係者の負担により布設される も

のですが、以下の要件を満たしますと私道へ

の公共下水道設置申請により、市が費用を負
担し、下水管を設置することができます。

く〉私道の要件
1.公共の用に供されている道路、または生

活道路として多数の住民が利用でき、 何

ら制限が設けられていないこと。

2.幅員が維持管理上支障を起さない程度で
両端または一端が公道に接続しているこ

と。

。設置の要件

1.水洗化改造家屋が 3戸(2人以上の家屋
の所有者がいること)もしくはそれ以上

で、内2/3以上の家屋について、下水道
管布設後3か月以内に排水設備および汲
み取り便所(浄化槽は廃止し直接接続)

の水洗化を実施、残りの1/3についても
1年以内に水洗化実施が明確である こ
と。

2.私道の所有者および権利者は、下水道管
の設置を承諾し、土地の使用については

無償であること。

問い合わせ 下水道建設課内線 (401)



みんなでつくろう大村の都市景観

案叡ブラシナー
おおむらを桜のまち!こ

桜。苔木祭料否Pホ

ア-=

山があり、川があり、まちがあるという I景jに、
人それぞれの価値観=r観Jが加わり、「景観Jは、
かたちづくられています。都市景観は、市民一人ひ

とりの活動が織りなす「まちjの姿なのです。

自然、と歴史に恵まれた「私たちのまち大村jを、

活力に満ち、快適で誇れる郷土とする、魅力ある都

市景観をつくるために、市と一緒に考え活動してい

ただく、情熱と実行力のある方を募集します。

具体的には市の景観条例および基本計画立案の作

業部会に参加していただくことになります。

対 象 市内在住の人

募集人員 5人程度

募集期限 8月31日(土日を除きます)

受付時間 午前8時30分~午後5時15分

問い合わせ 市都市計画課(内線430)

「桜のまちおおむらjを広くアピ

ールするため、市内全域を対象に桜

の植樹を推進するもので、今回希望

者の申し込みを受け付けます。

配布対象 企業、町内会、個人など

申込期間 8月1日-11月15日
配布時期 12月初旬 ソメイヨシノの苗(高さ2.5m、
幹周10cm)1，000本程度

※桜の植付および管理については各々にてお願いします。

※申込多数の場合は、先着順とし、次年度以降も継続し

て配布する計画です。

申し込み・問い合わせ

都市計画課公園緑地係(内線431)

「観光jは生活に安ら
ぎと潤いを与える大切な
役割を果たしています。
余暇を利用し「ゆとり
ーある旅で心のリフレッシ
ユjをしましょう。
気持ちのいい「観光j
を楽しむためにおEい観
光地の美化、保護に努め
ましょう。

観光道徳の高揚と観光資源の保護週間

約 ω叡姥事館
8月1日(土)"""7日(金)

毎
月
労
働
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

労
働
省
で
は
、
常
用
労
働
者
を
1
人

か
ら

4
人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
月
労
働
統
計
調
査
特
別
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
に
お

け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ
び
雇
用
の

動
き
を
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な
調
査
で

す
。調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

8

月
上
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
お
訪
ね
し

ま
す
。
調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
は
一
切
使
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
統
計
課

(2

0
9
5
8
2
41
1
1
1
1内
線
2

2
2
6
)
 

「
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
」

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
!

出
か
せ
ぎ
に
出
ら
れ
て
い
る
方
が

出
か
せ
ぎ
先
や
赴
任
お
よ
び
帰
郷
途

中
に
お
い
て
事
故

・
病
気
で
入
院
し

た
と
き
や
、
留
守
宅
が
火
災
に
あ

っ

た
と
き
な
ど
に
見
舞
金
を
支
給
し
、

安
心
し
て
出
か
せ
ぎ
に
出
ら
れ
る
よ

う
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

加
入
資
格

県
民
で
あ
っ
て

1
か
月

以
上

1
年
未
満
の
期
間
、
居
住
地
を

離
れ
て
出
か
せ
ぎ
に
出
ら
れ
る
人

年
会
費

8
0
0
円

会
員
有
効
期
間

会
費
を
納
入
し
た

日
か
ら

1
年
間

問
い
合
わ
せ

側
長
崎
県
出
か
せ
ぎ

援
護
協
会

(8

0
9
5
8
2
3

7
0
1
8
)
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8
月
は
「
行
方
不
明
者
等

捜
査
強
化
月
間
」
で
す
!

家
出
を
し
た
人
の
所
在
を
捜
し
た

り
、
自
殺

・
事
件
事
故
等
で
亡
く
な
ら

れ
身
元
が
わ
か
ら
ず
無
縁
仏
と
し
て
葬

ら
れ
て
い
る
人
の
身
元
を
捜
す
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

お
捜
し
の
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固

く
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
警
察
本
部
鑑
識

課

(8
0
9
5
1
8

2

o

o
-
-

0
内
線
2
7
8
4
)
ま
た
は
大
村
警
察

署

(
包
⑧

0
1
1
0
)

もう加入しましだか?

市民交通傷害保険

7月加入者 360円
8月加入者 320円

掛金1口
1人2己まで

問い合わせ安全対策課(内線-
または各出張所 目



|附リレー ⑤l
市
役
所

a
@
@あ

皆
さ
ん
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

い
う
と
ど
う
い
う
印
象
を
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
。

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
よ

う
に
マ
ウ
ス
で
簡
単
ス
イ
ス
イ
と

あ
っ
と
い
う
聞
に
仕
事
を
こ
な
し

て
し
ま
う
魔
法
の
道
具
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
?

私
た
ち
の
職
場
「
電
算
情
報
係
」

で
は
、
住
民
票
や
証
明
書
が
即
座

に
発
行
で
き
る
よ
う
一
日
中
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
動
か
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
税
な
ど
の
納
付
書
や

みんないっしょに

玖島 3丁目

福田弘子さん

案
内
の
は
が
き
、
資
料
な
ど
も
作

成
し
て
い
ま
す
。

当
然
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
作

す
る
の
が
私
た
ち
の
主
な
仕
事
な

の
で
す
が
、
何
万
枚
も
の
帳
票
打

出
し
が
あ
る
と
き
は
、
何
十
箱
も

の
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入

っ
た
用
紙
を

次
々
に
プ
リ
ン
タ
に
セ
ッ
ト
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
結
構
重

作
業
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
リ
ン
タ
の
調
子
が
悪

い
時
は
、
ト
ナ
l
で
子
が
真
っ
黒

に
な
っ
た
り
、
用
紙
を
裁
断
す
る

と
き
に
は
紙
の
切
れ
端
が
細
か
い

粉
状
に
な
っ
て
舞
い
上
が
り
、
真

っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
確
か
に
大

量
の
計
算
を
正
確
に
し
か
も
あ
っ

と
い
う
聞
に
処
理
し
ま
す
が
、
そ

の
計
算
式
を
入
力
し
て
い
る
の
は

人
間
な
の
で
す
。
間
違
い
が
起
き

な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
時
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
機
嫌
が
悪
く
、
ど
う

し
て
も
う
ま
く
い
か
ず
に
頭
を
抱

え
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
毎
年

正
月
に
は
鏡
も
ち
を
お
供
え
し
て

1
年
間
の
安
定
稼
働
を
お
祈
り
し

て
い
る
私
た
ち
で
す
。

木曜日の朝は、ちょっと張り切っています。障
害を持った就学前の子供たちと一緒の時聞が持てる
からですO いろいろな障害を背負っている小さい子
供たち、お母さんたちと過ごせる充実した大切な時
間です。
「何をするの?Jと問われると困るのですが、
供たちに関わる情報交換が主で、折り紙、遊び、
い昼食の準備とすぐに時聞が経ってしまいます。
その中の一人、 T君は、来年は就学です。親にと
って子供の入学は、晴れがましく、うれしいの一言
につきます O でも障害を持った子の親にとっては、
悩める年を迎えるのです or障害児は、障害児学校
でJという考えが根強いのです O これは、長い問、
普通校から障害児が排除され、あたかも普通校は、
健常者のみの学校とみなされてきたからです O
即ち、障害者は隔離され、学校でも、地域でもほ
とんどの人が、障害者と関わることがなかった時代
があったのです。知らないことが、障害者を拒否し、
差別を生んでいると考えられます O 障害を持った人
は、どこの地域に居ても当然なのだから、どこの学
校にいても当然なのです O
就学時に「障害Jを理由に、地域の学校が入学を
拒否することは、どんなに拒否される側を傷つけ、
悲しませ、くやしい思いをさせているのか考えて欲
しいと思いますO
就学を前にして、親たちの眠れぬ夜は続きますC

子
軽

んヰC

E

員
一
フ

流

イ

校

べ

巾ゆ

l
ノ

A
K
桔

オ

斗
叶
d

・

4
ゐ
q
l大

ルゲ

夏
が
来
ま
し
た
。
日
も
長
く
な
り
、

暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
に
と
っ
て
バ
カ
ン
ス
へ
出

圃

か
け
る
絶
好
の
季
節
で
す
。
田

'L

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
海
辺

聞

は
1

へ
向
か
っ
て
大
移
動
を
始
め

田
↓
f
L

ま
す
。
西
欧
で
は
、

1
年
間

で

M

に
4
1
6
週
間
の
休
暇
が
あ

同

七

り
ま
す
。
世
界
で

2
番
目
に

田

4

豊
か
な
日
本
で
は
、
ほ
と
ん

一

。

ど
バ
カ
ン
ス
を
取
り
ま
せ
ん

園
ド
ー
ノ

が
、
私
に
は
、
理
解
で
き
ま

-

J

せ
ん
。

-
cd

休
暇
は
、
我
々
の
文
化
の

一

A

一
部
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で

園
口
.31

は
、
労
働
者
は
、
-
年
に

1
7
N

か
月
の
休
暇
を
取
る
権
利
が

-

N
1

あ
る
こ
と
が
、
法
律
で
保
証

四

γ
・ー

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
知
る

国

E
a

範
囲
で
は
、
日
本
人
は
、
た

-

y
h

と
え
休
暇
を
取
る
権
利
が
あ

プ

U

つ
で
も
、
付
与
さ
れ
た
休
暇

-

J

を
全
て
使
う
こ
と
は
な
い
よ

圃

う
で
す
。

あ
な
た
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
日

本
人
よ
り
、
も
の
ぐ
さ
だ
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
思
い
ま
せ
ん
。

双
方
の
社
会
は
、
異
な
っ
た
発
展
を
し

て
き
ま
し
た
。
休
暇
の
権
利
に
つ
い
て
、

3
点
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
1
に
休
暇
は
、
産
業
革
命
以
降
の

近
代
的
な
概
念
で
す
c

休
息
と
祈
り
の

時
間
と
い
う
概
念
は
、
直
接
宗
教
か
ら

き
て
い
ま
す
。
宗
教
で
は
、
天
地
創
造

後
、
神
は
、

7
番
目
の
日
を
休
息
日
と

決
め
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
曜
日
は
、

キ
リ
ス
ト
教
に
、
土
曜
日
は
、
ユ
ダ
ヤ

教
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
週
末
は
、
は

じ
め
祈
り
の
日
で
し
た
が
、
現
代
で
は
、

主
に
休
息
の
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
商
屈
が
日
曜
日
に
閉
ま
っ

圃

て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で

回
す
。

園

第
2
に
、
ラ
テ
ン
民
族
の

自
社
会
で
は
、
家
族
を
重
視
し

-

ま
す
が
、
子
供
が
い
て
も
、

由
夫
婦
共
働
き
が
普
通
で
す
。

と

-

で
す
か
ら
休
暇
は
、
家
族
の

こ

-

た
め
に
使
う
こ
と
の
で
き
る

-
貴
重
な
期
間
で
す
。

z
-
第
3
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

F

え

-

企
業
は
、
休
暇
を

「新
し
い

一五

一

活
力
を
得
て
、
そ
の
後
は
職

{

国

場
に
よ
り
よ
い
状
況
が
生
ま

を

-

れ
る
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

、U
固

ま
た
、
従
業
員
が
仕
事
に
役

4

-

立
つ
経
験
を
す
る
た
め
の
期

国

間
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

-

と
こ
ろ
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

-

人
は
、
ど
の
よ
う
に
休
暇
を

-

使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
0

・

多
く
の
人
は
、
国
内
の
海
岸

か
ふ
る
さ
と
で
過
ご
し
ま
す
。
お
金
が

足
り
な
い
時
は
、
自
宅
か
ら
毎
日
パ
ス

で
海
岸
に
出
か
け
ま
す
。
海
外
旅
行
は
、

高
根
の
花
で
す
。
北
部
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の

収
入
の
多
い
国
で
は
、
海
外
旅
行
が

一

般
的
な
の
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
岸
は
、

海
水
浴
や
日
光
浴
を
楽
し
む
北
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
人
々
で
混
み
合
い
ま
す
。
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6/.笑えば楽しかよ
第16回教育講演会を6月12日、市民

会館で開催。

講師の三遊亭歌之介師匠の「家庭に笑

いや明るさが大事だ」と軽快な話術で、

満員の場内は笑いでいっぱいでした。

CAMERA SPOT 

( 

⑧
花
い
っ
ぱ
い
で
交
流
会

竹
松
地
区
身
体
障
害
者
協
議
会

(馬

場
一
男
会
長
)
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
一
環
と
し
て
、
郡
中
学
校
の
美
化
委

員
と
い
っ
し
ょ
に
庭
園
に
サ
ル
ビ
ア
・

マ
リ
|
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
植
え
ま
し

た
。
こ
の
行
事
は
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
今
年
で

4
回
目
。
生
徒
は
、
大
事

に
育
て
ま
す
と
話
し
な
が
ら
楽
し
く
植

え
て
い
ま
し
た
。

6/41大村市を行政視察
金子知事が6月16日、大村市を行政視察

しました。本市では、久原梶ノ尾線 市体

育文化センタ -長崎空港国際物流センタ

ー ・萱瀬ダムなどを視察。同行した市長は、

久原梶ノ線の工事状況などを説明し、 早期

完成に向け協力を働きかけました。

6/.力、力、ってこんね!
「第13回大村菖蒲まつり少年剣道大会」が

市民体育館で聞かれ、 153チームが熱戦を繰

り広げました。かわいい小さな剣士から大人

顔負けの剣さばきを見せる少年たちに、会場

は熱い声援をおくりました。三浦中央少年剣

道クラブAが、みごとな優勝を飾りました。

6/.事故はこわ力、ばい
運転免許試験場において、老人クラブの会員53

人が高齢者参加 実践型支通安全教育講習会に参

加しました。講習者は、支通安全診断テスト、車

両点検、飛び出し実験などで突通安全の意識をさ

らに高めました。

f 

6/41米作りは楽しか
自然と触れあえる身近な体験

を通して自然に親しみ、自然環

境を守る心を高める場にしよう

と萱瀬中学校と県立ろう学校の

生徒が参加して田植えを行いま

した。秋にはたくさんの稲穂が

実ることでしょう。

7/8教育{まののふれあい

6/.歌はよ力、あ~
市民会館において第18回大村市

合唱祭が盛大に開催されました。

会場は入りきれないほどの人がつ

めかけ、合唱に聞き入りました。

子供から大人まですばらしい歌声

を披露し 、会場からは惜しみない

拍手がおくられました。

@
気
持
ち
よ
か
汗
ば
い

W

7
月
5
目
、
福
重
小
学
校
に
お
い
て
第
什
固

ふ
れ
あ
い
相
撲
大
会
が
、
約

1
7
0人
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
き
び
し
い
日
差
し

の
照
り
つ
け
る
中
、
選
手
も
応
援
者
も
汗
だ
く

に
な
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
子
供
た
ち
は
試

合
を
通
し
て
友
情
を
青
み
ま
し
た
。

7月2日、市民会館において「心の教育」講演
会が開催されました。「子供のペースはそれぞ

れ、花を咲かせ、実をつける時期はそれぞれ遣

うんですよ、心のふれあいを大切に」という話

に200人を超す聴衆は熱心に聞き入っていまし
た。

7Gの殺を7帯夜議戎会
建
指
定
慢
の
み

ωた

.

.

 
4
守
主
hw-
巧
滋

6/.“備えあれば憂いなし"たい
消防署において、普通救命講習会が聞かれ

ました。緊急時における処置の仕方を学ぼう

と受講者は真剣に取り組みました。
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6/e 
が
ん
ば
れ

金
開
山

お
ひ
さ
ま
保
育
園

(木
場

1
丁
目
)
に
、

大
相
撲
の
金
開
山
関
が
訪
れ
ま
し
た
。
裸

足
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
に
「
元
気
だ
ね
」
と

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
役
所

で
は
、
新
ペ
人
幕
を
祝
っ
て
、
懸
垂
幕
が
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。

6/e (まくらもWカップ出場!
竹松小学校少年サッカーチームは、竹JJ¥W力
ツプ大会を開催。日ごろ試合に出られない2
3.4年生が、上級生に負けまいと体をはった戦

いを繰り広げ、応援にかけつけた保護者から大

きな声援がおくられました。また、指導者の先

生は、ほめたり励ましたり大忙しの大会でした。
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年
金

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
方
へ

年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は、

8
月
に
定
時
届
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
8
月
期
分

(
8月
日
日
か

ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
)
の
支
払

を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
証
書
を
市
役
所
年

金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
な
ど
で
1
年
間
支
給
停
止

に
な
っ
て
い
た
人
も
提
出
が
必
要
で

す
。
年
金
証
書

(
緑
色
の
手
帳
型
証
書
)

は、

7
月
末
ま
で
に
返
信
用
封
筒
を
同

郵便局で

年金受領後

国民年金証書

返信用封筒!こ

同封して

「公的年金申立寄j
ヴ送付されてき七人

iまー土色こ司王?

白 a¥
大 Q

!:.パ・ 1 村 E 
前 刷

?守‘ 世 十

l' 所"年信
金 a・
鋲

返信用封筒

JZ東
宵8 1.又

詣2
金
{系

へ
送
付

ω
i
m
E働

封
し
て
送
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
で
年

金
を
受
領
後
、
封
筒
に
入
れ
て
、
ま
た

「
公
的
年
金
申
立
書
」
が
送
付
さ
れ
て

き
た
人
は
、
必
ず
一
緒
に
同
封
し
て
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
他
の
公
的
年
金

(
恩
給
な
ど
)

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
そ
の

公
的
年
金
証
書
お
よ
び
額
改
定
通
知
書

と
印
か
ん
を
持
っ
て
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
証
書
の
提
出
が
遅

れ
る
と
日
月
か
ら
の
支
払
が
遅
れ
ま
す

し
、
ほ
か
の
年
金
を
う
け
て
い
な
が
ら

そ
の
届
け
出
を
怠
る
と
、
年
金
を
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人

と
は
?

①
明
治
叫
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

②
明
治
必
年
4
月
2
日
か
ら
大

正
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
で
、

国

民
年
金
保
険
料
納
付
済
期
間
が

1
年
未

満
で
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
4
年
1
か

月
か
ら
7
年
1
か
月
以
上
あ
る
人

な
お
、
本
人
所
得

・
配
偶
者
所
得

・

扶
養
義
務
者
所
得
お
よ
び
公
的
年
金
受

給
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係
(
内
線
1
1
4
)

第
什
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

佳
作
安
永
善
明
さ
ん

(協
和
町
)
の
作
品

国
民
健
康
保
喰
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
へ
国
保
税
の
納
付
は

座
振
替
で

あ
な
た
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
便
利
な
口
座
振
替
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご
と
に
納

め
に
行
く
手
聞
が
は
ぶ
け
ま
す
。
「口

座
振
替
依
頼
書

・
自
動
払
込
利
用
申
込

書」

に
記
入
し
て
、

金
融
機
関
の
窓
口

ヘ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
保
険
税

の
納
付
書
、
預
貯
金
通
帳
、
届
出
の
印

か
ん
で
す
。

今
月
は

5
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

(内
線
1
1
2
)

福祉
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9
月
1
日
か
ら
福
祉
医
療
費
受
給
者
資
格
証

の
更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

障
害
者

・
母
子
・

寡
婦
・
単
婦
・

寡
男

・
老
保
障
害

・
父
子
の
各
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
有

効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
へ
は
、
8
月
中

旬
ご
ろ
通
知
は
が
き
を
送
り
ま
す
。
は

が
き
は
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん
・
健
康
保
険
証

・
現
在
使
用

中
の
受
給
資
格
者
証
・
通
知
の
は
が

き
・

障
害
者
医
療
の
受
給
者
は
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
平
成
日
年
の

1
月
2
日
以
降
に
大
村

市
に
転
入
し
て
き
た
人
、
ま
た
は
扶
養

義
務
者
が
市
外
の
場
合
に
は
、
平
成
9

年
分
の
所
得
証
明
書
と
平
成
凶
年
度
分

の
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
日
月
診
療

分
か
ら
の
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
9
月
日
日
同
か
ら
福
祉
課
で
受
け
付

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

(内
線
1
5
5
)

午前9時30分一午後4時

対象地区 日 手皇 土暴 所

竹松 ・萱瀬 ・松原 9月1日(火)竹松 ・萱瀬 ・松原出張所

福重 ・三浦・ 鈴田 9月2日(水)福重 ・三浦・鈴田出張所

西大村(障害者 ・老保障害) 9月3日(木)巾地区公民館

西大村 (母子寡婦・単婦・寡男・父子)9月4日(金) 中地区公民館

大村(障害者・老保障害) 9月7日(月) 市役所 福祉課前

大村 (母子・寡婦単婦寡男父子) 9月8日(火) 市役所福祉課前

準世帯 9月9日(水)市役所 福祉課前

受付更新日程



ご
存
じ
で
す
か
?
(
第
2
回
)

平
成
昭
年

4
月
1
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
、が

始
ま
り
ま
す

介
護
保
険
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
に
は
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
は
?

で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地

域
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
高
齢
者
の
生
活
全
般
を
支
え
る
観

点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
の

家
庭
を
訪
問
し
て
身
体
介
護
・
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
を
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
迎
し
、
食
事
、

入
浴
、
日
常
動
作
訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
の
家
庭

を
看
護
婦
が
訪
問
し
、
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

訪
問
入
浴
車
に

よ
り
高
齢
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
デ

イ
ケ
ア
l
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
含
み
ま
す
)

高
齢
者
の
心
身
機
能
の
維
持
・
回
復
の

た
め
の
機
能
訓
練
等
を
提
供
す
る
も
の

短
期
入
所
生
活
介
護
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
)

介
護
者
の

一
時
的
な
理
由
に
よ

り
、
自
宅
で
の
介
護
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
、
短
期
間
施
設
に
お
い
て
日
常

生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
を
行
う
サ

ー
ビ
ス

医
学
的
管
理
等
サ
ー
ビ
ス

医
療
の
必

要
な
高
齢
者
の
日
常
に
お
け
る
医
学
的

管
理
等
を
行
う
も
の

そ
の
他

高
齢
者
の
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
特
殊
寝
台
や
車
い
す
な
ど
の
福

祉
用
具
を
貸
与
し
た
り
、
住
居
に
お
け

る
段
差
解
消
や
手
す
り
の
設
置
な
ど
軽

微
な
改
修
を
行
う
も
の

すずた福祉まつり

。
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
は
?

文
字
通
り
施
設
に
入
所
し
て
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、
介
護
老
人
福
祉

施
設
(
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
)
や
介

護
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て

受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1

5
2
・

1
5
8
)

長
寿
を
祝
っ
て
敬
老
金
を
贈
り
ま
す

対
象

9
月
1
日
現
在
、
本
市
在
住
の

お
歳
以
上
の
人

祝
金
の
額

乃
歳
i
乃
歳

3
、

0
0
0
円

鈎
歳
j

m
歳

5
、
0
0
0
円

小
型
戚

1

8

、
0
0
0
円

※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
、
県
の
敬
老
金

(
5
、
0
0
0
円
)
も
贈
ら
れ
ま
す
。

贈
呈
日
程

9
月
9
日

ω・
:
三
浦
・
鈴
田
・
菅
一瀬
・

福
重
・
松
原
の
各
出
張
所

9
月
日
日
嗣

:
・
市
役
所
・
竹
松
出
張

所
・
西
大
村
出
張
所
(
中
地
区
公
民
館
)

9
月
日
日
幽
:
・
市
役
所
・
西
大
村
出
張

所
(
中
地
区
公
民
館
)

※
該
当
す
る
人
に
は
、
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
指
定
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
口
座
振
込
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
昨
年
ま
で
に
口
座
の
指
定
が
済

ん
で
い
な
い
方
は

8
月
7
日
幽
ま
で
に

高
齢
福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1

5
2
・
1
5
8
)

金
婚
式

(婚姻
印
周
年
)
該
当
者
ヘ

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
祝

福
し
、
長
年
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
、

社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
労
を
ね
ぎ
ら

う
た
め
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象

9
月
日
日
現
在
で
本
市
に
在
住

し
、
婚
姻
の
期
間
が
満
日
年
を
迎
え
た

夫
婦
※
婚
姻
月
日
が
昭
和
辺
年
9
月
日
日
以

前
か
ら
昭
和
お
年
9
月
日
日
ま
で
で
、

こ
れ
ま
で
記
念
品
を
受
け
て
い
な
い
夫

ヨ市
'η
日申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
書
は
高
齢
福
祉
課
お
よ
び
各
出
張
所

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限

9
月
4
日
幽

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1

5
2
・
1
5
8
)

悩
み
ご
と
・

0
配
ご
と
。
お
年
寄
り
と
ご
家
族
の
た
め
の
相
談
で
す
。

L 

集
い
の
部
屋

「
シ
ェ
ス
タ
」

利
用
者
募
集

軽
度
痴
呆
性
老
人
等
や
家
族
が
気
軽

に
集
ま
り
交
流
を
深
め
、
介
護
者
同
志

も
談
話
で
き
る
場
を
設
け
、
憩
い
と
痴

呆
進
行
抑
制
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
集
い
の
部
屋

「シ
ェ
ス
タ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

場
所

大
村
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
日
時

毎
週
月
j
金
曜
日
、
午
前

9
時
j
午
後
5
時

運
営
形
態

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
が
お
世
話
し
ま
す
。

利
用
資
格

軽
度
痴
呆
性
老
人
等
お
よ

び
そ
の
家
族
・
介
護
者

利
用
料
金

5
0
0
円
(
レ
ク
レ

l
シ

ョ
ン
費
・
茶
菓
子
代
な
ど
)
昼
食
を
必

要
と
す
る
方
は
手
配
し
ま
す
。

申
込
方
法

登
録
予
約
制

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
シ
ェ
ス
タ
」

で
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
(
内
線
4

6
2
)

・
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

(包

@
1
3
5
1
)

・
大
村
市
痴
呆

性
老
人
を
支
え
る
会
(
包
⑪

4
5
5

4
)
 

-
毎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

(
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
除
く
)

-
相
談
は
無
料
で
す
0

・
秘
密
は
、
必
ず
守
り
ま
す
。

13 

怨

(
0
9
5
)
8
4
7
E
O
t
t
o
mw長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団



内
閣
総
理
大
臣
の
慰
労
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
昭
和
ロ
年
7

月
7
日
以
降
、
外
地
の
戦
地
な
ど
に
勤

務
さ
れ
た
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

・
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
の
う
ち
、

慰
労
給
付
金
未
受
給
者
の
方
(
旧
軍
人

と
同
様
の
加
算
年
を
含
め
た
在
職
年
が

ロ
年
未
満
の
方
)
に
内
閣
総
理
大
臣
の

慰
労
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
日
年
3
月
白
日

請
求
書
類
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

内
閣
総
理
大
臣
官
房
管
理
室

(干
1
0

0
1
0
0
1
4

千
代
田
区
永
田
町
1

1
6
1
1
8
0
3
i
3
5
8
1
2
 

4
7
5
・
3
8
2
8
)

・
長
崎
県
援
護

室

(2
0
9
5
1
8
2
2
l
9
1
9

8
)

・
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部

(8
0
9
51
8
2
11
0
6
8
0
)
 

引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ん
ヘ

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き

揚
げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
や
証
券
類
の
返
還
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
半
数
以
上
は
ま
だ
返
還
の
申

し
出
が
な
く
、
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま

ま
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
返
還
請
求
が
お
済
み
で
な
い

O間 ま者く方
9い す本だは
5合 。人さ
|わ のい早
8せ ほ 。め
2 か返に
8長 、還税
|崎家請関
8税族求に
6関 のはお
4監方、問
4視 で引い
)部 もき合
( で揚わ
包 きげせ

平
成
川
年
度

親
と
子
の
手
話
講
習
会
受
講
者
募
集

親
子
で
手
話
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん

A
M
 
対
象

小
学
4
1
6
年
生
の
親
子
(
子

供
の
み
の
参
加
も
可
)

期
間

8
月

6
日
同

l

U
日
肘

、
毎
週
木
曜
日

(全
4
回
)

時
間

午
前
日
時
l
正

午

場
所

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

初
人

受
講
料

無
料

申
込
締
切

7
月
況
日
働

(
消
印
有
効
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は
が

き
に
住
所
・
親
子
の
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
・
学
年
・
電
話
番
号
を
書
い
て
市

社
会
福
祉
協
議
会
(
〒
8
5
61
0
8

2
5

西
三
城
町
8
番
地
岱
③

1
3

5
1
)
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

返
信
用
の
宛
名
も
お
忘
れ
な
く
。

ケ
ア
ワ
l
力

l
養
成

講
座
受
講
者
募
集

市
内
在
住
の
身
体
に
障
害
の
あ
る

方
々
や
高
齢
の
人
々
の
生
活
支
援
(
買

い
物
・
掃
除
・
洗
濯
な
ど
)
を
有
償
で

行
う
ケ
ア
ワ
!
カ
l
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

対
象

ケ
ア
ワ
l
カ
!
と
し
て
登
録
さ

れ
、
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

期
間

8
月
弘
日
∞

l
m
月
5
日
卯
、

毎
週
月
曜
日
(
全
7
回
)

時
間

午
前
日
時
j
午
後
4
時
(
多
少

の
変
更
あ
り
)

場
所

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

お
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
)

受
講
料

無
料

申
込
受
付

8
月
3
日
∞
か
ら

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福

祉
協
議
会

(=1
8
5
6
1
0
8
2
5

西
三
城
町
8
番
地
企
③

1
3

5
1
)

ま
で
、
電
話
ま
た
は
、
は
が
き
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

前回の講習会

健康

14-

食
品
衛
生
週
間

8
月
3
日
j
9
日

赤
痢
や
0
1
5
7
、
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

赤
痢
や

0
1
5
7
、
食
中
毒
な
ど
は
、

き
ち
ん
と
し
た
家
庭
の
対
策
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
基
本
を
押
さ
え
て
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

清
潔

調
理
す
る
前
は
子
を
洗
い
ま
し

ょ
う
0

・
調
理
場
と
器
具

(
ま
な
板
・

ふ
き
ん
・
食
器
な
ど
)
を
清
潔
に
し
ま

し
ょ
-
つ
。

迅
速

生
も
の
は
で
き
る
だ
け
早
め
に

調
理
し
、
で
き
た
料
理
は
早
め
に
食
べ

ま
し
ょ
う
。

加
熱
・
冷
却

電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場

合
は
、
調
理
時
間
に
気
を
つ
け
熱
の
伝

わ
り
に
く
い
物
は
時
々
か
き
混
ぜ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

・
冷
蔵
や
冷
凍
の
必

要
な
食
品
は
、
す
ぐ
に
冷
蔵
(
凍
)
庫

に
入
れ
ま
し
ょ
う
0

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍

庫
の
詰
め
過
ぎ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
庫

内
の
め
や
す
は

7
割
程
度
で
す
。

「
清
潔
」
「
迅
速
」
「
加
熱
・
冷
却
」
は
、

食
品
衛
生
の
3
原
則
で
す
。

問
い
合
わ
せ

4
1
)
 

健
康
増
進
課
(
内
線
1



婦
人
が
ん

行
い
ま
す

(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
)

の
検
診
を

対
象

市
民
で
初
歳
以
上
の
女
性
(
た

だ
し
、
事
業
所
な
ど
で
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
人
、
妊
婦
を
除
き
ま
す
)

募
集
人
員

1
日

ω人

締
め
切
り

実
施
日
の
前
日
ま
で
(
た

だ
し
、
募
集
人
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

担

市立病院 l 
|子宮頚がん

(外科 ・婦人科)I 
子宮頚+体がん 1，200円

300円

老人医療受給者・市民税非

課税世帯 ・生活保護受給者

は無料で受けられます。

金

700円

乳がん
受付場所

正面ロビー

受付時間

午後12時30分
一午後12時50分

負場.6. 
"M  

9月4日(金)

9月7日(円)

9月16日(水)

実施日

9月11日(金)

歯
の
健
康
優
良
児
、
歯
の
健
康
優
良
高
齢
者

コ
ン
テ
ス
ト
募
集
!

。
歯
の
健
康
優
良
児
コ
ン
テ
ス
ト

対
象

5
歳
児
(
平
成
5
年
4
月
2
日

j
平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
お
よ

び
そ
の
保
護
者

応
募
方
法

保
育
所
や
幼
稚
園
児
は
、

嘱
託
歯
科
医
師
の
推
薦
に
よ
る
。
そ
の

他
の
児
は
、
県
央
保
健
所
へ
電
話
に
よ

り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

。
歯
の
健
康
優
良
高
齢
者
コ
ン
テ
ス
ト

対
象

満
別
歳
以
上
(
大
正
7
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
)
で
、
機
能
す
る
歯

を
初
本
以
上
持
ち
、
口
腔
衛
生
状
態
が

良
い
人

応
募
方
法

歯
科
医
院
や
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人

保
健
施
設
の
推
薦
、
白
薦
の
場
合
は
、

県
央
保
健
所
へ
電
話
に
よ
り
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

8
月
日
日
出

問
い
合
わ
せ

県
央
保
健
所
(
合
③

3
3
0
6
)
、
大
村
・
東
彼
歯
科
医

師
会
(
峰
歯
科
内
包
⑮

8
6
0
2
)

ク日書
受婦を
付り2
中人L
Z間歪

ドた
ツか

対
象

羽
歳
以
上
の
市
民
(
職
場
な
ど

で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容

問
診
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹

部
エ
コ

l
、
胸
部
X
線
検
査
、
胃
部
X

線
検
査
、
便
潜
血
検
査
な
ど

受
診
料

2
3、
0
0
0円

場
所

市
立
病
院

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

三種混合・麻しん・風しん・

日本脳炎予防接種実施中.ゲ

お子様の体調の良い時に受けられるよう、年

間を通じて実施しています。

詳しくは、「健康の しおりと国民健康保険」

をご覧くださ~ )0 

※日本脳炎は、 9月30日までの実施となります。

都
市量
コフ
ンン
ア 7

ス
ト

健
康
哨
つ
く
り
の
源
は
食
生
活
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
は
、
健
康
を
保
ち
増
進
し
て

い
く
う
え
で
も
、
最
も
基
本
と
な
る
も

の
で
す
。
お
い
し
く
て
、
栄
養
、
健
康

面
に
も
配
慮
し
た
献
立
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
期
間

8
月
3
日
開
i

9
月
日
日
同

応
募
資
格

市
内
に
居
住
す
る
人
(
グ

ル
ー
プ
で
の
応
募
も
歓
迎
し
ま
す
)

応
募
内
容

①
育
ち
盛
り
の
子
供
(
幼
児
ま
た
は
小

中
高
の
児
童

・
生
徒
)
向
き
の
弁
当

②
働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
向
き
の
弁
当

③
高
齢
者
向
き
の
昼
食
(
ま
た
は
弁
当
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
0
)

児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
受
鎗

書
の
人
ヘ

現
況
届
(
児
童
扶
養
手
当
)
・
所
得

状
況
届
(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)
の
届

け
出
を
8
月
刊

E
5
9月
旬
日
ま
で
に

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
ま
す
。
届
け
出
を
し
な
い
と
引
き

続
い
て
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
(
内
線
1

5
3
)
 

税

所
得
税
の
予
定
締
税

(第
1
期
分
)

平
成
日
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税
が

実
施
さ
れ
、

予
定
納
税
か
ら
特
別
減
税

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

一
般
の
人
へ
の
予
定
納
税
額
の
通
知
を

例
年
よ
り
1
か
月
遅
ら
せ
、
第
1
期
分

の
予
定
納
税
額
の
納
期
を
7
月
か
ら
8

月
に
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
減
額
申
請
書
の
提
出
期
限
な

ど
も
変
更
し
ま
す
。

予
定
納
税
額
の
納
期

8
月
1
日
出
i

紅
白
川
W

(
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る

人
は
8
月
白
日
仰
に
振
り
替
え
ら
れ
ま

す
)
減
額
申
請
書
の
提
出
期
限

8
月
刀
日
刊

問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務
署
(
包
②

1
3
7
0
)
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みんなの
健康

「
町
一
石
に
つ
い
て
」

大
村
市
医
師
会

む
た
ク
リ
ニ

ッ
ク

幹2
久:

牟
田

た
ん
の
う

"
胆
石
“
と
は
肝
内
結
石
、
胆
嚢
結

石
、
総
胆
管
結
石
の
総
称
で
す
。
肝

内
結
石
、
総
胆
管
結
石
は
比
較
的
珍

し
く
、

ほ
と
ん
ど
が
手
術
の
対
象
と

i

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め

一

'

凡
又

h
y
二
円
日
一

aw
白
河
白
M
pt

H
門
川

石
“
と
い
え

ば
胆
嚢
結
石

-
H
U
H
Uh
-
91
バ
リ

「
月
経
困
難
症
」

ウ大
よ 村
:.--市
ス 医
って 師
'J L>.. 
- 7.玄

、y

純22
大:フ

長
野

月
経
開
始
と
同
時
に
、
ま
た
は
月

経
開
始
の
直
前
か
ら
起
こ
る
下
腹
部

痛
や
腰
痛
、
そ
の
他
の
症
状
が
強
く
、

日
常
生
活
に
差
し
支
え
る
も
の
を
月

経
困
難
症
と

1

J

品

称
し
て
い
ま

v
す
o

m歳
代
後

占

半
か
ら
却
歳

を
指
し
て
い
る
事
が
多
く
、
今
回
は
、

こ
の
胆
嚢
結
石
に
つ
い
て
お
話
を
し

ま
す
。
胆
嚢
結
石
は
、
四
十
才
以
上
の
肥

え
た
女
性
に
多
く
見
ら
れ
、
腹
痛
、

発
熱
、
黄
痘
が
三
大
症
状
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
腹
痛
は
、
夕
食
後
、

特
に
油
も
の
を
食
べ
た
後
に
、
胃
部

や
右
上
腹
部
の
激
し
い
痛
み
と
し
て

現
れ
、
右
背
側
部
や
肩
に
放
散
す
る

事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
易
疲
労
感
、

上
腹
部
の
不
快
感
、
右
背
側
部
鈍
痛
、

肩
凝
り
な
ど
の
軽
い
症
状
や
、
全
く

無
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
診
断

は
超
音
波
検
査
で
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
可
能
で
す
。
ま
た
、
治
療
方

代
の
若
い
女
性
に
多
く
、
学
校
や
職

場
を
休
む
理
由
で
最
も
多
い
の
で
、

社
会
医
学
的
に
重
要
な
疾
患
で
す
。

月
経
困
難
症
は
単

一
な
疾
患
で
は

な
く
、
原
発
性
(
機
能
性
)
の
も
の

と
続
発
性
(
器
質
性
)
の
も
の
と
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
原
発
性
月
経
困
難

症
の
原
因
は
、
完
全
に
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
月
経
困
難
症
の

あ
る
女
性
の
月
経
血
の
プ
ロ
ス
タ
グ

ラ
ン
ジ
ン
(
郎
)
が
高
い
こ
と
、
ま

た
子
宮
内
膜
で
の
郎
の
生
産
が
高
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
理
由

で
子
宮
内
膜
で
過
剰
に
郎
が
生
産
さ

れ
る
こ
と
が
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
民
に
よ
り
子
宮
筋
が

針
を
決
定
す
る
上
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
断
層
撮
影
や
、
胆
道
造
影
と
言
っ

た
検
査
も
行
わ
れ
ま
す
。
治
療
法
と

し
て
は
、

内
服
薬
に
よ
る
胆
石
溶
解

療
法
、
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
法
と

言
っ
た
無
痛
で
入
院
の
必
要
の
無
い

治
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
効
果
を
得

る
た
め
に
は
適
応
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
手
術
療
法
が
主
た
る

治
療
法
で
、
最
近
で
は
腹
腔
鏡
下
胆

嚢
摘
出
術
が
主
流
と
な
り
、
お
腹
を

開
け
る
こ
と
な
く
小
さ
な
傷
で
手
術

が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
術
後
の
痛

み
も
あ
ま
り
無
く
、

一
週
間
で
退
院

し
仕
事
復
帰
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

過
剰
収
縮
し
子
宮
筋
が
疎
血
状
態
に

な
る
こ
と
が
痛
み
の
原
因
と
想
定
さ

れ
ま
す
。
文
同
時
に
陀
は
血
中
に
入

り
月
経
困
難
症
に
伴
う
悪
心
、
幅
吐
、

下
痢
、
頭
痛
、
全
身
倦
怠
、
情
緒
不

安
定
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

続
発
性
(
器
質
性
)
月
経
困
難
症

で
は
器
質
的
疾
患
を
伴
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
疾
患
が
月
経
痛
の
原
因
と

考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
器
質

的
疾
患
と
し
て
多
い
も
の
に
子
宮
内

膜
症
、
子
宮
筋
躍
が
あ
り
、
こ
の
両

者
と
も
思
春
期
よ
り
の
発
症
が
認
め

ら
れ
年
齢
と
と
も
に
漸
次
増
悪
し
て

く
る
傾
向
を
も
っ
て
お
り
、
早
期
よ

軽
い
症
状
や
、
無
症
状
の
胆
嚢
結

石
は
、
食
事
な
ど
の
日
常
生
活
に
注

意
す
る
事
で
、
無
治
療
で
も
良
好
な

経
過
を
取
る
事
が
多
い
の
で
す
が、

胆
嚢
癌
の
発
癌
の
危
険
因
子
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
超
音
波
検
査
や

肝
機
能
検
査
を
定
期
的
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
査
は
短

時
間
で
簡
便
に
で
き
、
肝
臓
や
騨
臓

の
病
気
の
発
見
に
も
役
立
ち
ま
す
。

頑
固
な
胃
痛
、
腰
痛
、
肩
凝
り
と

思
い
込
ん
で
い
る
あ
な
た
、
近
所
の

お
医
者
さ
ん
で
診
察
を
受
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
胆
嚢
結
石
と
診
断
さ
れ

て
も
怖
が
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
の
管
理
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
頻
度
は
少
な
い
よ
う
で
す

が
骨
盤
内
の
炎
症
性
疾
患
で
も
時
に

月
経
困
難
症
類
似
の
症
状
を
呈
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
は
続
発
性
の
も
の
は
そ
の
原

因
疾
患
の
治
療
が
第

一
と
な
り
ま
す

が
、
原
発
性
の
も
の
は
鎮
痛
剤
療
法
、

民
合
成
田
害
剤
、
排
卵
抑
制
療
法

(
無
排
卵
周
期
症
で
は
月
経
困
難
症
が

少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
従

っ
て
排
卵
抑
制
剤
で
無
排
卵
周
期
を

作
る
こ
と
と
同
時
に
子
宮
内
膜
の
増

殖
を
抑
え
る
こ
と
が
民
産
生
の
抑
制

に
な
り
治
療
に
つ
な
が
る
)
等
が
あ

り
ま
す
。

申し込み・問い合わせ

新城保育園 (ft②4152)
※13目前から2日前までにお願いしますc

平和への誓い新たに旬保育
長崎、広島で原爆の犠牲となられた人や、戦争の犠

牲となられた人たちのご冥福を祈って、次の日にサイ

レンを 1分間鳴らします。

黙祷をささげ、平和への誓いを新たにしましょう 。

午前8時15分(広島原爆祈りの日)

午前11時2分 (県民祈りの日)

正午 (全国戦没者追悼式)

-16-

8月6日(木)

8月9日(日)

8月15日(土)

日曜日 祝日などに、冠婚葬祭への出席、または、就労など家
庭で保育できない状況にある就学前の児童 (離乳が完了前の児童
を除きます)を保育するものです。

実施保育所 新城保育園

実施日 8月"，2日.9日・ 16日・23日・ 30日
9月"'6日・ 13日・ 15日・ 20日・ 23日

午前8時30分~午後5時
1日 1，500円

保育時間

保育料

t 
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H

(

い)之

電
話
加
入
権
を
公
売

税
務
課
(
内
線
1
2
6
)

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

8
月
幻
日
問
、
午
後
1
時
加
分

場
所

市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方

法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の

印
か
ん
、
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売

を
中
止
し
ま
す
。

市役所

ft53・4111(代表)

大
村
消
防
署
(
岱
⑫

4
1
3
8
)

防
火
管
理
者
講
習
会

種
類

甲
種

目
時
・
場
所

大
村
会

場
(
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
:
・
9
月
1

日

ω、
午
前
9
時
i
午
後
4
時

9
月

2
日
側
、
午
前
9
時
日
分
j
午
後
4
時

諌
早
会
場
(
諌
早
文
化
会
館
)
・

:
9月

日
日
閥
、
午
前
9
時
l
午
後
4
時

9

月
日
日
倒

、
9
時
日
分
j
午
後
4
時

願
書
受
付
期
間

大
村
会
場
・
:
8
月
1

日
出
j

m
日
同

(
消
印
有
効
)
・
諌

早
会
場
・:
8
月
1
日
出

l
氾
日
開

(
消
印
有
効
)
※
願
書
は
大
村
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

親
子
二
三
一
電
気
教
室
一

発
電
所
と
波
戸
岬
を
訪

ね
ま
す

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

7
9
0
6
)
 

(包
②

玄
海
原
子
力
発
電
所
と
波
戸
岬
海
中

展
望
塔
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

8
月
6
日
側
、
午
前
8
時

ω分

出
発
、
午
後
5
時
帰
着
予
定

集
合

(
解
散
)
場
所

九
州
電
力
側
大
村
営

業
所
※
午
前
8
時
初
分
ま
で
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

定
員

閃
人
(
先

着
順
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
弁

当
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

申
込

期
限

8
月
4
日
例

長
崎
県
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
対
策
の
概
要
説
明
会

諌
早
土
木
事
務
所
総
務
課
管
理

班

(
岱
⑫

0
0
1
0
)
、
市
土
木

課
管
理
係
(
内
線
4
2
2
)

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
l
ト
(
遊
漁
船
)
の

登
録
制
度
お
よ
び
係
留
場
所
の
許
可
制

度
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
l
ト
(
遊
漁
船
)
所
有

者
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
ロ
日
附
、
午
後
6
時
j

8

時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

第
認
ロ

通
関
士
試
験

長
崎
税
関
通
関
業
監
督
官

(8
0

9
5
1
8
2
8
1
8
6
2
8
)
 

日
時

叩
月
日
日
間

場
所

熊
本

市

・
福
岡
市

受
付
期
間

7
月
紅
白

倒

j

8
月
日
日
働

受
験
手
数
料

2
、
1
0
0円

受
験
資
格

不
問

、
夕
・
力
l
ポ

サ
マ
l
コ
ン
サ
ー
ト

田
崎

(
包
⑪

1
7
8
0
)

日
時

8
月
お
日

ω、
午
後
7
時

場
所

さ
く
ら
ホ
l
ル
(
シ
l
ハ
ッ
ト

お
お
む
ら
内
)

入
場
料

無
料

曲
目

「
リ
ン
ゴ
追
分
」
ほ

か

賛

助

出
演

ア
・
カ
ペ
ラ
コ
ー
ラ
ス
馬
場

亜
紀
子
ほ
か

第
ロ
ロ

な
が
さ
き
"
若
い
芽
“
の

コ
ン
サ
ー
ト

県
教
育
庁
文
化
課

(2
0
9
5

8
2
6
1
5
0
1
0
)
市
教
育
委

員
会
文
化
課
(
内
線
3
6
9
)

日
時

8
月
お
日
回
、
午
後
1
時
却
分

会
場

諌
早
文
化
会
館

入
場
料

無

料

内
容

県
内
在
住
の
小
学
生

(
4

年
生
以
上
)

・
中
学
生

・
高
校
生
に
よ

る
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト

田中芳樹著

六世紀初頭、北朝・貌は、建国し
て聞もない南朝 ・梁への侵攻の機会

をうかがっていた。騎兵と水軍を駆
使した雄大なスケールの戦闘、両軍

の智将・猛将の活躍に、戦の陰に散

った男装の麗人の悲恋をからめて、

「錘離の戦pJを描く 。

合同の新着図書

「奔流」

パソコン通信で
本の検索サービスff

工jレ-ドラードの鷲 (景山民夫著)/風のように・別れた理
由 (渡辺淳一著)/火曜日の聖餐 (森純著)/狩人たち (薄
井ゅうじ著)/彼が泣いた夜 (内田春菊著)/ス力イファイ
ヤー (マック マロ二一著)/魂の紳 (トマス・ケリ 著)
/探偵ガリレオ (東野圭吾著)/東京妖怪浮遊 (歪野頼子著)
/必要のない人 (内館牧子著)/原田大助詩画集 好きやっ
て 言わないくらい好きやって (原田大助 山元加津子著)
/ファミリー ビジネス (米谷ふみ子著)/夢の書 わが教
育 (ウィリアム パロウズ著)/わたしの流儀 (吉村昭著)

パソコン通信で図書館の本が検索でき

予約もできますc

一度アクセスしてみませんか?

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

FAX(2457) 市立図書館 (宮問い合わせ

云 鐸堅ヲー

開館時間午前10時~午後6a寺

-17-



市役所

ft53・4111(代表)

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
務

所

(
岱

・
F
A
X③
8
2
5
4
)

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
に

常
設
テ
ン
ト
を
設
置

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
東
サ
イ
ト
に
平

成
日
年
度
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
常
設

テ
ン
ト
を
5
基
新
設
し
ま
し
た
。
8
人

用
で
料
金
は
3
、
0
0
0
円
で
す
。

受
付

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
務

所
※
不
在
の
場
合
は
、
大
村
都
市

開
発
側

(宮
⑧

4
1
5
1
)
ま
で

時
間

午
前
9
時
l
午
後
5
時

※
予
約
期
間
は
予
約
日
の

2
か
月
前

か
ら
前
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
県

U
タ
i
ン
希
望

者
合
間
企
業
面
談
会

県
職
業
安
定
課

(8
0
9
5
8
2
2
1
4
9
3
0
 

U
タ
1
ン
者
、
県
内
在
住
の

一
般

求
職
者
お
よ
び
大
学
等
新
卒
者
と
地

元
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
面
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

{
長
崎
会
場
}
名
称

長
崎
県

U
タ

ー
ン
希
望
者
等
合
同
企
業
面
談
会

日
時

8
月
日
日
側
、
午
後
1
時
1

4
時

場
所

長
崎
県
総
合
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象

U
タ
ー

ン
し
て
地
元
企
業
へ
の
再
就
職
を
希

望
し
て
い
る
人
お
よ
び
県
内
在
住
の

一
般
求
職
者

参
加
企
業

約
日
社

(
県
南
地
区
)

{
佐
世
保
会
場
}
名
称

長
崎
県
U

タ
1
ン
・
大
学
等
新
卒
者
合
同
企
業

面
接
会

日
時

8
月
凶
日
幽
、
午

後
1
時
j

4
時

場
所

ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
J
R
全
日
空
ホ
テ
ル

対
象

U
タ
ー
ン
し
て
地
元
企
業
へ
の
再
就

職
を
希
望
し
て
い
る
人
お
よ
び
大
学

等
新
卒
者

参
加
企
業

約
お
社

(
県
北
地
区
)

映
画
「
地
球
交
一
曲
(
ガ

イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
)
第
一
番
」

上
映
会

お
お
む
ら
シ
ネ
マ
サ
ー
ク
ル

指
方
(
宮
⑫
6
9
5
3

日
時

8
月
初
日
目
、
①
午
前
日
時

ω分
l
午
後
零
時

ω分
②
午
後
1
時

初
分

j
3
時

ω分
場
所

シ
l
ハ

ッ
ト
お
お
む
ら
さ
く
ら
ホ

l
ル

入
場
料

一
般
前
売
1
、
3
0
0
円

(
当
日

1
、
6
0
0
円
)
小
・
中
・

高
校
生
8
0
0
円
(
前
売

・
当
日
共
)

「シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
」

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
i
ム

登
録
講
習
会

シ
l
ハ
ッ

ト
お
お
む
ら

2
0
0
)
 

岱
(ゆ
7

日
時

7
月
mm
日
同

1
8
月
4
日

ω、

午
前
日
時

・
午
後
1
時
・

3
時

・
7
時

(
1
回
2
時
間
)

定
員

1
回
初
人

(予
約
制
・

電
話
で
の
予
約
可
)

内
容

問
診
票

・
フ
リ
l
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
登
録
カ
l
ド

の
発
行

持
参
す
る
も
の

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ウ
ェ
ア

・
室
内
用
シ
ュ

ー
ズ

設
置
器
具

ウ
エ
イ
ト
マ
シ
ン

・ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン

・
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
・ス

テ
ッ
プ
マ
シ
ン
な
ど

※
詳
細
は
、
「
シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
」

ま
で

住宅情報G墨 bl11語論語 欝|
市営住宅入居者募集
住宅名 戸数 間取り 構造 階

旭 2 K 中耐4 4 

竹 松 2 3DK 中耐4 2・4

竹 松 2 3 K 簡 2

池 田 2 2 K 中耐4 2 

久原第 2 3 3DK 中耐5 2~5 

木 t易 3DK 中耐3 3 

-18-

※中耐-中層耐火構造、筒・・簡易耐火構造
※家賃は入居住宅および入居者の収入によって異なります。
※池田アパートは単身者入居可能住宅です。

申込期限 8月10日(月)

抽選日 8月20日(木)午前10時30分~
入居日 9月 1日(火)

申し込み・問い合わせ 建築課 (内線441) 

※公営住宅では、犬・猫等ペット類の飼育、

持ち込みはできません。

市コミセン 10:00~11 : 00 
西大村コミセン 14: 00~15: 00 

ヒロシマに三審量牟が差った(アニメ30分)

蛸八長者 (アニメ12分)
せんが町じ必

千亀女 (アニメ12分)

8/8(土)

8/ 8 (土) 中地区公民館 10: OO~ 11 : 00 
あお め にんさ岱うものヴたり

青い目の人形物語
t' Iaし

みそ買い橋

言うなの地蔵

(アニメ30分)

(アニメ12分)

(アニメ12分)



-
Z
T
4
3
}ん
7
J
》

Jd-cz

置図面堕醤竃哩罷事覇軍

や
さ
し
い
園
芸
教
室

受
講
生
募
集

長
崎
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

(
包
③
1
0
1
6
・

F
A
X③
3
8

7
1
)
 

開
催
日
野
菜
園
芸
教
室
:
・

8
月
初

日
・

9
月
3
日

-m日
花
き
園
芸
教

室:・

8
月
幻
日
・

9
月
町
日

-m月
辺

日
果
樹
園
芸
教
室
・
:
9
月
4
日
・
平

成
日
年
1
月
7
日
・

3
月
4
日

時

間

午
後
1
時
加
分
1
4
時

場

所

県

立

農
業
大
学
校
(
諌
早
市
)
定
員
各

初

人

受

講

料

無

料

申

込

方

法

電
話
ま
た
は

F
A
X

申
込
締
切
第

1
回
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で

市役所

ft53・4111(代表)

選
主ム
T 
管
(理
内委
線員
3ふ;z::;:.. 
4 
0 

3 
4 

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
作
品
募
集

明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
う
え

で
役
立
つ
、
独
創
的
で
印
象
深
い
イ
メ

ー
ジ
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
小
学
校
児
童
、
中
学
校
・
高
等

学
校
の
生
徒
画
材
と
大
き
さ
描
画

材
料
は
自
由
、
大
き
さ
は
必
セ
ン
チ
×

初
セ
ン
チ
か
ら
日
セ
ン
チ
×
却
セ
ン
チ

の
も
の
ま
で
募
集
期
限

9
月
4
日

制

提
出
先
在
学
す
る
小
中
高
校
ま

た
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

園田園田園圃圃園間圏慢遁置

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

世
界
初
か
国
か
ら
集
ま
っ
た
却
歳
前

後
の
若
い
学
生
達
が
、
世
界
各
国
を
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
訪
問
し
、
国
際

的
な
人
材
を
育
成
す
る
事
を
目
的
と
し

た
国
際
教
育
団
体

「
S

ヨ岳
3
8
r」

が
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
上
演
を
日
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
彼
等
の
ホ
l
ム
ス

「

テ
イ
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
※
日
常
会

話
は
、
基
本
的
に
英
語
で
す
。

期
間
日
月
お
日
間

1
1
月
8
日
目
、

H
泊
目
日
(
朝
食
と
夕
食
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
)
※
期
間
中
最
寄
り
の
駅

ま
で
の
送
迎
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

庫署置園田置園面盟国

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
局

(岱
⑫
6
2
1
7

。

一
般
曹
候
補
学
生

資
格
回
歳
以
上
辺
歳
未
満
の
人
受

付
期
間

8
月
3
日
切

1
9
月
日
日
倒

試
験
日

9
月
四
日
出

。
曹
候
補
士

資
格
四
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
人
受

付
期
間

8
月
3
日
何
j

9
月
日
日
幽

口にあてはまる数字を答えてください。

選挙で投票をするためには、選挙人名

簿という台帳に登録されていなければな

りません。登録には、年4回 (6月 .9月 ・

12月 .3月)行う定時登録と、選挙公示

日の前日iこ行う選挙時登録の2種類があ

り、その登録日の時点で市に転入の届出

をしてから3か月以上居住している20

歳以上の方が、名簿に登録され選挙権を

育します。

例えば7月12日に執行された参議院議

員選挙の場合、公示日が6月25日でした

ので前日の6月24日に選挙時登録を行い

ました。このとき登録されたのは3か月
前の平成10年口月24日までに転入の届

出をした方です。

vol.15 

¥ 試
験
日

9
月
四
日
目

。
航
空
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
泣
歳
未
満

の
人
受
付
期
間

8
月
3
日
叩

i
9

月
日
日
制

試
験
日

9
月
お
日
側

。
看
護
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
辺
歳
未
満

の
女
子
受
付
期
間

9
月
日
日
側

i

m月
日
日

ω
試
験
日
目
月
お
日
闘

。
防
衛
医
科
大
学
校
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳
未
満

の
人
受
付
期
間

9
月
日
日
同
j

m

月
比
日
附

試
験
日
日
月
7
日
目

-

Q
U
円
口
口
u

。
防
衛
大
学
校
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
氾
歳
未
満

の
人
受
付
期
間

9
月
日
日
制
j

m

月
H
日
同

試
験
日
日
月
日
日
出

・

日
日
目

凪 圏固固固固固固1;
事市玖 |て
務選島
局挙 1 
管丁
E里目
委 25
員番
会地

-つ、り

~ 
クイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

応募締切 8月20日(木)当日消印有効
※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (7月号の正解/12)

かんふんベテランスヲラフ:T.l-r.!! 
司， こ?註亘磁器、~，，~

9xiiF1+ iij 
大村支庖 〒856-0822 大村市古町2丁目5
富の原出張所 干856・0806 大村市富の原2丁目355-4

すご加入には簡単な
審査がこざいます

19 

長崎県民信用組合

Zけんみん
TEL0120ー0892ー54
TEL0120ー0892ー53



市役所

ft53・4111(代表)

市
消
防
団
本
部
(
岱
@
2
3
1
6
)

安
全
対
策
課
(
内
線
2
1
7
)

大
村
市
消
防
団
・
分
間
で
は

活
力
あ
る
消
防
団
員
を

集
し
て
い
ま
す

消
防
団
は
「
郷
土
愛
護
の
奉
仕
の
精

神
」
で
火
災
や
そ
の
他
の
災
害
か
ら
市

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
任
務

に
つ
き
ま
す
。

消
防
団
員
に
は
、
職
務
報
酬
、
出
動

報
酬
、
退
職
報
償
金

(
5年
以
上
勤
続
)
、

公
務
災
害
補
償
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

資
格

回
歳
以
上
素
行
善
良
、
身
体

強
健
な
人

下
水
道
に
関
す
る

語
」
・
「
ポ
ス
タ
ー
」

集標

下
水
道
業
務
課
(
内
線
4
1
0
)

資
格

市
内
小

・
中
学
生

テ
l
マ

標
語

・
ポ
ス
タ

ー
と
も
に

「下
水
道
」
を
テ
l
マ
と
し
ま
す
が
、
私

た
ち
の
日
常
生
活
の
中
の
下
水
道
に
関

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
ら
に
つ
い

て
自
由
に
発
想
・
表
現
し
た
作
品

応
募
方
法

作
品
に
、

学
校
名

・
学

年

・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
必
ず

明
記
の
う
え
、
市
役
所
下
水
道
業
務
課

も
し
く
は
、
各
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
(
な
お
、
ポ
ス
タ
ー
は
作
品
の
裏

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

標
語
の
部

官
製
は
が
き

1
枚
に
作
品
1
点
と
し
ま

す
。
(募
集
点
数
は
制
限
あ
り
ま
せ
ん
)

な
お
、
学
校
(
学
年

・
学
級
)
単
位
に

つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
に

1
人

1
点
と
し
、
連
名
に
よ
る
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

B
4
1

A
2
判
以
内
と
し
、
画
材
等
は
問
い
ま

せ
ん
。
「9
月
日
日
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
」
の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
(小

1
1
3年
生
は
文
字
な
し
で
も
可
)

応
募
期
限

9
月
4
日
幽

第

ω回
長
崎
県
ま
ち
づ
く
り
の
絵

コ
ン
ク
ー
ル
作
昂
募
集

県
都
市
計
画

課

(
包
0
9

5
1
8

2
4
1
1
1
1
1
)
 

資
格

県
内
在
住
の
小
学
生

テ
l
マ

「
こ
ん
な
ま
ち
に
な

っ
た
ら
い
い
な
」

規
格

大
き
さ
を
4
つ
切
り
と
す
る
以

外
は
自
由

・
所
定
の
様
式
の
名
前
票
に

コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
、
作
品
の
裏
に
張

り
付
け
る

応
募
方
法

市
都
市
計
画

課
へ
持
参
す
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
期
限

9
月
初
日
附

ふ
く
し
げ
夏
祭
り

福
重
商
工
振
興
会

(岱
③

8
6
5
7
)

日
時

8
月
8
日

ω、
午
後
5
時
j

m

時

場
所

J

A
大
村
市
福
重
支
所
駐

車
場

一
帯

!さ1cnSj探検隊パス、ソアー

小営住隊員募集!

8月は道路を守る月間です

日時

コース

期桜鞠窃総
守主宰、募集

らむおおtトツ
所

一

)

揚

シ

日・同e
・回
ヘハ
u-
・司

/

句

a
E
'

~ 

対象

応募方法

F占『

疋tJ.0おの
片てお節私

可zfふる1~手 ;，

，圃ら

}¥ 
中島誠之助氏

※鑑定品目 は、骨董 ・古美術品、

陶磁器に限定させていただきます。

募集締切 8月20日 (木) 申込締切

| 杭出津松原線(黒丸町~発電所入口)の供用を開始し訊 | 
8月~日(月)、午後4時 l 

社員一同 お待ち申し上げます。

N~BIC 

蜂の家のシュークリーム空港にて販売開始!

~ 

佐世保
朗報

お隣彪腸

-20-

長崎空港ビ‘ルテ‘インク株式会社商事部
干856・0816大村市箕島町593番地

TEL0957 (52) 5551 



市役所

ft53・，4111(代表)

大村市姉妹都市親善協会会員募集
本市は、秋田県角館町・兵庫県伊丹市と姉妹都市を結んでい
ます。角館町は、明治元年 (1868年)の戊辰戦争の折、援軍を
派遣した歴史的事実に基づき昭和54年7月に調印しました。こ
の町は、みちのくの「小京都jと言われ、周囲を山に固まれた
山紫水明の地です。伊丹市とは、大村藩が伊丹藩と姻戚関係を
結んだ縁があり 、昭和55年4月に調印しました。このような縁
でこれまで交流を続けて、友好親善に努めています。平成11年・
12年には締結20間年を迎え、ますます交流を深めていきたいと
考え、大村市姉妹都市親善協会会員を募集します。
市民の皆様の加入をお願いします。

10，000円法人・団体…1口年会費 個人・・・1口 2，000円

問い合わせ観光課 (内線242)

阪神・淡路大震災の義援金の申請をしておられ
ない方は、平成11年3月31日までに申請してくだ
さしL
なお、住宅助成金(持家修繕助成・賃貸住宅入
居助成・住宅再建助成)も平成11年3月31固まで
となりました。
※すでに義援金を受けられた方および過去に申請したが認

められなかった方は該当しません。

提出先・問い合わせ 震災時居住市町の担当課

角館町

阪神・淡路大震災の義援金申請は
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受付時間は‘9:00-17:00(銀行の窓口休業日を除く
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信司書目ZEE-Ba・
8月のテーマ

穆原病

唇裂と口蓋裂-522azz唇
子どもの水ぼうそう、帯状癌疹について

宮 (095)826-5511 

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日 |子どもの遠視

金曜日 |歯科治療における接着技術

土・日曜日|男性性器のしこり
折
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公共工事等の入札結果公表

について

大村市では、公共工事等の入札結果を

管財課で公表しています。なお、入札

予定価格については8月1日から公表

予定です。

問い合わせ

8月の競艇

女6 日 ~9 日

女13 日 ~18 日

九スポ杯争奪サマーカ ップレース

*21 日 ~25 日
オール進入固定レース

*27 日 ~30 日
モーターボート記念競走場外発売

管財課(内f線231)

国 お車でどうぞ
記念撮影a・h
証明写真監錆初
出張撮影 、ゆF
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精霊船用などの遺影もできます。
小さなサイズからA1(60cmX84cm)までOK!



8月の健 カレジター

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

2(日目) 
当番医

1(6日日) 
当番医

(内) 岡内科医院 東三城町 2②3000 (内-小)中村医院 東本町 fi@2733 

(耳) 山口耳鼻咽喉科医院東本町 fi@2706 (心仲精)うえき心療内科クリニック坂口町 fi@T6000 

3(月日) 
一般健康相談 市役所健康相談室 乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所

13:00-16:00 ⑮血圧測定体脂肪量測定栄養 ⑧9:30-11:00 ⑮離乳食教室小児がん(神経芽)

相談ほか の検査セ ット渡し 育児相談・身長体重測定

乳幼児すくすく健康相談 松原出張所 1(7月日) 
健康よろず相談 竹松出張所

⑧13: 30-15 :00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セ ッ 13:30-15:30 ⑮血圧、コレステロール・貧血・

4(火日) 卜渡し 育児相談
肥満など気になる方・介護面の相談(訪問指導・

市訪問リハビリ・リハビリ教室 -保健福祉サーピ
リハビリ教室 「根気の会J 福祉センター スについての相談合む)健診結果説明 ・体脂肪測
13:30-15:30 ⑮手芸、 言語訓練 定 ⑮健康手帳

5(水日) 
マタニティースクール ~明日の親のための学級(1)~ 1(8火日) リハビリ教室7根気の会J 福祉センタ一大会議室
中地区公民館 13:30-16:00 13: 30-15:30 ⑮運動会
⑮母子健康手帳 母と子のためにテキスト

3歳児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内)
献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11 :45 

6(木日) 
⑧13:00-13:30 ⑮平成7年2月生まれ(平成6年9

2(0木日) 
1歳6か月児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内)

月~平成7年1月生まれでまだ受けていない人も受 ⑧13 : 00 -13 : 30 ⑮平成9年1月生まれ(平成8年8
診してください。) ⑮母子健康子帳問診票子 月-12月生まれでまだ受けていない人も受診して
供用歯ブラシ ください。) ⑮母子健康子帳・問診票 ・タオル ・

成人の健康相談 福祉センター 母子共現在使用中の歯ブラシ

7(金日) 
13: 00-15 :00 ⑮40歳以上 ⑮血圧測定 成人の健康相談 福祉センター

3歳児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内) 13:00-15:00 ~⑮は7日と同様

⑧13:00-13:30 ⑮⑮は6日と同様
2(1金日) 

マタニティースクール ~明日の親のための学級(3)~ 

8(土日) 
夜の部fお父さん出番ですよPART・L

耳とことば、の相談 福祉センター 13:00-15:00 中地区公民館 18: 30-20: 00 
⑮新婚夫婦 ・妊婦と夫 ・乳児の祖父母

9(日日) 
当番医 ⑮母乳育児と父親の役割について一小児科医師

(内) 早田内科医院 竹松本町 宮@3530

2(3日日) 
当番医

(耳) 海江田医院 東本町 宮@3329
(胃・内) フジイ青腸科クリニック東本町 E⑪8686 

ことば‘の教室 市役所大会議室 (産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町 宮@8355

10(月日) 9:30-16:00 (初めての方は、健康増進課まで電話 2(4月日) ことば、の教室 市役所大会議室で申し込んでください。) ⑮母子健康手帳 9:30-16:00 ~⑮については10 日と同様
⑮ことばの発達が気になる幼児

マタニティースクール ~明日の親のための学級(4)~ 
乳幼児すくす く健康相談 福祉センター 2(6水日) 中地区公民館 9:30-13:00 
⑧9:30-11:00 ~4か月児(離荷乳額食教室嫁育J児相?談でふ) ⑮母子健康手帳 ・エプロ ン

1(1火日) ⑧13:30-15:00 ~10か月児以上 (5233H芸評) 2(7木日) 1歳6か月児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内)
⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)またはガー ⑧13:00-13:30 ~⑮は20日と同様

ゼがあれば持参ください
2(8金目) 1歳6か月児健康診査 コミセン(シーハットおおむら内)

マタニティースクール ~明日の親のための学級 (2 ) ~ ⑧13:00-13:30 ⑮⑮は20日と同様

中地区公民館 13: 30-16: 00 

3(0日日) 
当番医

1(2水日) 
⑮歯ブラシ (現在使用中のもの) (内・外)牧山医院 宮小路2丁目 2⑮7831

幼児教室 (お口の健康と食生活)
(眼) 計屋眼科医院 古町1丁目 2②6888 

コミセン(シーハットおおむら内) ⑧9:30-9:45 略号の説明 @…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

@平成8年2月-3月生まれ ⑮母子健康手帳 ・問診 ⑮…持ってくるもの

票 -歯ブラシ ・タオル ・コ ップ 当番医の診療時間 9:00-18:00 
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ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています。市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行って

います。お気軽にご相談ください。
※4月より法律相談が第1、第3水曜日になりました。 FM長崎 rl¥t1YCITY MY TOWNj 

日時毎週土曜日午前8時55分----9時

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナ-j

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

3日(月) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

6日(木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

13日(木) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

19日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

25日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

26日(水) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

28日(金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

娘に頼まれ、ファ、ソション雑誌を購入。パラパラと開いてみたら最近

の女の子の服って菜芸能人S.Tが着ているような服ばっかリ。媛よ、

これだけは着てくれるなと祈るだけだ。若いと思っている私もおやじの

仲間入りかなり (辺)(そうだと思います 。広報係一同)

暑い、 暑い lこう暑いと取材もたまらない。 ふと空を見上げると入道

雲がおいしそうなソフトクリームに見えてくる。食べたい。やっぱり夏

はアイスに限る。小さい頃、父にミルクセーキをよく作ってもらった。

そしてよく腹をこわした。夏は、氷が重宝される。その氷も水がないと

どうしようもない。今年は猛暑になりそうだ。この夏は、節水に心がけ

てその合間に恵子たちにミルクセーキでも作ってみょうかな。(樹)

わが広報係て・は最近席がえの話が持ち上がっている。“冷房が効きすぎ

て寒い"と言って設定温度を上げる女性障と “冷房が効かなくて暑い"

という男性障の閏で “冷戦9"が起こっているからだ。人それぞれ体感
湿度が遣うので湿度設定は難しいが、省エネが叫ばれている昨今、「夏に

寒くて上着を看る」のはおかしな現象だと思う。さて今月の広報編集が

終わったら、 席がえの予定。“夏は暑い3・と言って過ごしたい。 (あ)

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前回寺30分からです。(電話での受け付けはいたしません)
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